
週刊 SSH（６月１４日） 

「東京工業大学 高校生のための先端科学・技術フォーラム」 

  都立高等学校に在籍する生徒を対象に、科学・技術の分野における最新の研究成果等に関する講演 

 を行うことにより、生徒が大学に進学し、研究することの意義に対する理解を深めるとともに、研究 

者・技術者の人間的な魅力に触れ、大学進学後の自己の在り方や生き方への意識を高めることを目的と 

してフォーラムが行われました。 

16 時からのオンライン講義のため、学校の講義室において多数参加してもらいました。 

東工大の真田純子教授（環境・社会理工学院）の「伝統技術が最先端に？石積みを科学する」という 

タイトルでの講演でした。講演の後、東京工業大学の学生によるプレゼンテーションと高校生の質疑 

応答が行われました。学生のプレゼンテーションでは高校時代について部活動や学校行事と勉強との 

両立やどうして東工大を選んだのか？大学生時代の生活についてや大学に入学してからやりたいこと 

を勉強できる環境についてなど、高校生の知りたいテーマについて色々と話していただきました。 

質疑応答では石積みの詳しい方法論や現代建築との関係、強度についてなど、幅広い質問に対して 

丁寧に答えていただきました。とてもためになる話をどうもありがとうございました。 

生徒達もこのような経験にもとづくアドバイスは今後の進路活動や研究に励みが出ると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


